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綜 説
「家庭機械及び家庭工作」の内容 と検討
岡  部    巍馨
1.緒 言
 本年度から短食2回 生を初め,短 被2回 生,大 児
2回 生,二 部家政学部2回 生に 「家庭機械及び家庭工
作」 とい う教科が突然課せられる様になつたが,大 学
3回 生以上には実施の計画はな く,学 生諸君の中にも
其の事情等についていろいろ不審に思つている老 も多
い様に思われ る。筆者は本年度からこの教科を担当す
る様にな り現在に到つているが,そ の間にいろいろ感
じた こともあ り,又5月 中旬,東 京の私学会館で催 さ
れた私学短大協会が実施 した 「中学校技術 ・家庭科新
設に伴 う私立短大家政関係者研修会」 (以 下単に 「技
術 ・家庭研修会」 と略称する。)に も参加し,文 部省
の意向や他短大 のこの教科に対する態度等も若干知 り
得たので,不 教科の実施の経緯や其の教科内容を説明
すると共に,又 教科 のあ り方について着十所信を述べ
たい と思 う。
Q. 「家庭機械及び家莚工作」新設 の経緯
 昭和34年7月25日,文 部省令第20号 で昭和29年 文部
省令第26号 の教職員免許法施行規則の一部 を改正して
いる。これは小 ・中学校に於け る道徳教育に関連する
もの と,中 学校技術 ・家庭科に関連す るものの二つに
大別出来る。前者については触れないが,後 者は中学
校の家庭の免許状を取得し様 とするものに関連を有す
る部分が多い。
 それは本学の本年度新入生に渡 された 「昭和35年 度
単位修得表」に も記載され ているが,新 ・旧対象,及
び本学に於ける開講科 目(短 大家政科)と の対比は第
1表 の様である。
第1表  中学家庭免許状要修得科目と本学開講の対比
旧  免  許  法 新  免  許  法 本 学 開 講 科 目 ※
要修得専門科目 1翫劉 要修得専門科目 1臥馴 科  日  名
「食品学,栄 養学」
「被服学,衣 料学」
「家庭管理,住 居学,
家族関係」
「育児,家 庭看護学」
「調理実習,衣 服実習」
6又 は4
6又 は4
6又 は4
2
4
計  20
単 位 数
「食品学,栄 養学」及
び調理実 習
「被服学,衣 料学」及
び衣服実習
「家庭管理,住 居学,
家族関係」
「育児,家 庭看護学」
家庭機械及び家庭工作
(設 計製図を含む)
6又 は4
6又 は4
4
2
4又 は2
計  20
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学
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(2)
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(2)
6
4
4
4
2
計 20
※ 昭和35年 度単位修得要領(免 許状取得要領)に よる。
※ 被服関係科 目には食物専攻生を対象とするものを,食 物関係科 日には被服 尊攻生を対象とす るものを取 り
 上げて比較す る。
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 この改正の施行時期については この省令に も示 され
ているが,こ の省令について文部次官から大学長,短
大学長等に発せ られた通達により明らかにすることが
出来る。即ち,こ の省令は即 口施行 されるが,経 過措
置 として 『この省令施行の際,現 に改正前の施行規則
の規定に より,家 庭の教科に関する専門科 目の単位の
全部又は0部 を修得 している者については,当 分の間
改正前の単位の修得方法の例によることが出来る。』
と説明されてい る。 ゴジ ツク の所は,東 京に於け る
「技術 ・家庭研修会」に於いても多 く質問の出た所で
あるが,説 明に当つた文部省大学学術局教育職員養成
課村山課長は 『単位の一・部又は.全部を修得していない
者(現 に受講しつつあるが,昭 和34年7月25日 までに
単位修得認定を受けない者を含む)の 場合は大学在学
中であると,現 職者であるとを問わず これらの規定を
適用して改正前の単位の修得方法に よることは出来な
い。』 としてお り,一 般の学生については大学,短 大
共昨年度の1回 生から改訂 された履修方法に よらねば
ならな くなつた 。
 このため本学で もこれに もとずいて開講してお り,
「家庭機械及び家庭工作」 とい う教科は普通の歩み方
をした学生については36年3月 に短大家政科を卒業す
るか,又 は大学を2年 で終了する学生の中,中 学家庭
科免状を希望す るものについて課せられる訳けであつ
て,現 に時間割に組まれていない学科の学生でも2年
終了希望者で聴講しているものがあ る。
 「家庭機械及び家庭工作」 とい う教科が家庭科教員
免許状取得希望者にのみ義務的に課せられている点を
見れば,こ の教科に関しては家政科卒業生 として必要
な教養を与える様な内容を とるよりも,む しろ中学校
技術 ・家庭科教員 として必要な 「設計 ・製図,家 庭機
械,家 庭工作」に関する知識と技能を附与す る様に内
容を もらなければならない ことが考 えられる。それ故
一応中学校技術家庭科の内容を理解して置 く必要があ
る。
 田.中 学校技術 ・家庭科の目標 と内容
                       ひ
 中学校技術家庭科の内容については前に黒川教授が
触れておられるので重複は さけ るが,其 の大要 と女子
向きの設計 ・製図,家 庭機械,家 庭工作関係の内容に
ついて大略述べる事にす る。
 改訂された 「中学校学習指導要領」はさる昭和33年
10月1日 付で告示 されてお り,来 る昭和37年 度から実
施 される様になつてい るが,多 くの中学校に於いては
漸時改訂された指導要領にもとずいた教育に移行して
食物学会誌 ・第9号
お り,完 全実施をしているところも少な くない。
 技術 ・家庭科については 「中学校技術家庭指導書」
があ り,中 学学習指導要領の技術 ・家庭のところを補
足解説している。
 この記載事項は中学に於け る技術 ・家庭の指導法を
規制するものではないが,一 つの規準として考えてよ
い ものと思われる。
 今,こ の指導書 より技術 ・家庭科の性格,ロ 標,及
び内容の要約を転載し,且 若干解説を加えて見ること
にする。
 1.性 格と目標
 最近の科学技術や産業の急速な発展に対 処 す るた
め,国 民全体の科学技術の教養を高め,産 業や国民生
活の向上を図る目的で中学校に技術 ・家庭科が設けら
れた。
 このため技術 ・家庭科の性格は、
 『技術 ・家庭科は,近 代技術に関す る基礎的技術を
 習得 させ,技 術に対する理解を与え,創 造的実践的
 な能力を養お うとす るものである。』
と示されている。
 又,技 術 ・家庭科の意図す る一般的な目標は
1)生 活に必要な基礎的技術を習得させ,創 造し生産
 す る喜びを味わわせ,近 代技術に関する理 解 を 与
 え,生 活に処する基本的な態度を養 う。
2) 設計 ・製作な どの学習経験を通して,表 現 ・創造
 の能力を養い,も のごとを合理的に処理する態度を
 養 う。
3)製 作 ・操作な どの学習経験を通して,技 術と生活
 との密接な関連を理解させ,生 活の向上と技術の発
 展に努める態度を養 う。
4)生 活に必要な基礎的技術についての学習経験を通
 して,近 代技術に対する自信を与え,協 同と責任 と
 安全を重んじる実践的な態度を養 う。
となつてお り,1)は 総括的に,2),3),4)は 具体的に
述べている。勿論 これらの 目標は家庭機械,家 庭工作
関係のみでな く,調 理,被 服等,中 学技術 ・家庭の全
教科内容について共通のものである。
 目標の2),3),4)に 於いては皆,『 学習経験を通 じ
て』 とい う表現が使われてい るが,「 技術 ・家庭研究
会に於いて文部省当局の説 明に もあつた様に,技 術 と
は知識 と技能を僧せたもので,単 に知識の集積のみで
な く,経 験によつて能力を向上 さす ことの出来る技能
を も併せた もの と考 えられ,随 つて,技 術 ・家庭の教
科は学習のみでマスター出来 るものでな く,経 験に よ
つて目的を達成出来る内容を持つている訳けである。
昭和36年2月(1961) 一一3
 これは後に述べ る大学や短大の家政科に於け る 「家
庭機械 ・家庭工作」の教科の性格に も関連して来 るこ
ととなる。
 2,各 学年の総括目標及び内容
 中学技術 ・家庭科に於いては生徒の現在及び将来の
生活が,男 女の性別に より違つていることから各学年
の 目標や内容を 「男子向き」 と 「女子向き」 とに分け
ている。
 随つて原則的には中学校技術 ・家庭科に於いては男
子 向きの教員と女子向きの教員がお り,男 子向きには
男子教員が,女 子向きには 女子教員が多 く配置される
わけである。 このため女子の大学や短大の家政科に於
ける 「家庭機械 ・家庭工作」の教科内容も主 として中
学校技術家庭科女子向き内容を対象 として考えれば よ
いことに,なる。
 男女別各学年の総括 日標は第2表 の様である。
第2表 各 学 年 の 総 括 目 標2ノ
男   子   向   き
第
1
学
年
 設計 ・製図,木 材加ユニ・金属加工,栽 培に関す
る基礎的技術を翌得 させ,考 案設計の能力を養 う
とともに,技 術と生活との関係を理解 させ,も の
ごとを合理的に処理する態度を養 う。
第
2
学
年
第
3
学
年
 設計 ・製図,木 材加工 ・金属加工,機 械に関す
る基礎的技術を習得 させ,考 案設計の能 力を高め
るとともに,技 術と生産との関係を理解 させ,生
活の向上 と技術の発展に努め る態度を養 う。
機械および電気に関する基礎的技術を習得させ,
近代技術を活用する能力を養 うとともに,近 代技
術と生産や生活 との関係を理解させ,生 活に処す
る基本的な態度を養 う。
女 子 向 き
 調理,被 服製作,設 計,製 図,家 庭1幾械 ・家庭
工作に関する基礎的技術を習得 させ,考 案設計の
能力を養 うとともに,技 術 と生活との関係を理解
させ,も のごとを合理的に処埋する態度を養 う。
 調理,被 服製作,家 庭機械 ・家庭工作に関する
基礎的技術を習得させ,考 案設計の能力を高める
とともに,技 術 と家庭生活 との関係を理解 させ,
生活の向上 と技術の発展に努める態度を養 う。
 調理,被 服 製作,保 育,家 庭機械 ・家庭工作に
関す る基礎的技術を習得 させ,近 代技術を活用す
る能力を養 うとともに,近 代技術 と生活 との関係
を理解 させ,生 活に処する基本的な態度を養 う。
 即ち,男 子向きでは設計 ・製図,木 材加工 ・金属加
工,機 械,電 気,栽 培を,女 子向きでは調理,被 服製
作,設 計 ・製図,家 庭機械 ・家庭工作,保 育を取 り上
げ,第1学 年では小学校教育の成果をもとにした基礎
技術を習得させ,第2学 年では第1学 年の 目標を発展
させ,第3学 年では第2学 年の目標を更に拡充発展 さ
せ,総 合約にR標 を達成す る様に目論まれている。そ
して男子向きでは技術 と生産の関係を,女 子では技術
と家庭生活の関係を理解させ る様にしている。
 中学 校に於ける技術 ・家庭科の割 り当て時間の標準
は1学 年105時 間で,各 内容の授業時数標準は第3表
の様である。
第3表 各学年の内容と共の授業時数の標準 3)
男  子  向  き 1 女  子  向  き
第1学 年・
設計 ・製図  
(25)
木材加工一
金属加工  (
6U)
栽
(2d)
培
＼
＼
＼
＼
＼一一
＼
第2学 年 第3学 年
設計 ・製図
  (30)
木材加工 ・
金属加工
  (55)
イ幾  初丸(20)
＼
＼
＼
＼
 ＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
機 械(25)
電 気(45)
第1学Li
設計 ・製図
  (15)
家庭工作
  (lo)
家庭機械
第2学 乍
＼
 ＼  ＼
家 庭 工 作
  Flo)
＼ ＼
  ＼
第3学 年
＼
＼
＼
(io)
家 庭 工 作
  (IU)
＼
＼
＼
i
家難 械1家 麟 械
男
55
115
2fl
45
女
15
30
(2d) (zo)
＼
45
＼
＼
50
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(105) (105)
総合実習  (
35)
(105)
調
(25)
理
被 服 製 作  (
45)
調
(30)
理
被 服 製 作
  (45)
調
(25)
理
被 服 製 作
  (40)
保
(10)
育
35
80
130
10
(105) (105) (105) (315)
 表に見られ る如 く,男 子 向きでは総時数315時 間中
設計 ・製図,工 作,機 械,電 気等工的内容のものが
260時 間以上 もあって大部分を 占めているのに反し,
女子では之等を内容 とす るものは315時 間中95時 間 と
%近 くを占めているにすぎない。ここらが将来製産へ
指向す るか,家 庭生活へ指向するかの違いであろ う。
 3. 女子向き設計 ・製図,家 庭機械,家 庭工作の目
   標と内容
 中学 校技術 ・家庭科女子向き内容には表題の外,調
理,被 服製作,保 育等が含まれているが,こ れは大学
家政科等に於ける 「家庭機械及び家庭工作」の教科 と
は直接関係がないので省略す る。叉男子向きの内容に
ついては一般的には関係が ないので,女 子向きとの比
較に若干触れる程度 で留め る。
 (1)設 計 ・製図
 設計 ・製図は女子 向きでは第1学 年で15時 間を組ん
であるだけで,男 子の第1学 年,第2学 年合計55時 間
より大分少ない。
 女子向きの設計 ・製図の 目標 と内容4)は 次の様であ
るQ
 1) 目標
 設計 ・製図では,簡 単な図面を正 しく読んだ り描い
た りするのに必要な基礎的技術を習得させsも のごと
を計画的に進め,精 密,確 実に処理する態度を養 う・
 2)内 容
 家庭機械や家庭工作に必要な製図の基礎的事項を,
主 として 「日本工業規格製図通則」に基いて指導し,
これらがある程度習得された後は, 「家庭機械 ・家庭
工作」の学習 と合わせ て指導す る。
ウ 線 と文字の使用法
  実線 ・破線 ・鎖線,ア ラビァ数字など。
工 投影法
  第一・角法,第 三角法な ど。
オ 寸法の記入法寸法
  線,寸 法補助線,矢 印,寸 法数字,寸 法
  基準線,角 度 の寸法s円 弧の 寸法など。
力 工作図
  尺度,図 面の形式,作 図の順序など。
キ 図面と生活 との関係
  日常生活 と図面,日 常生活 と日本工業規
  格な ど。
ア 表示の方法
  図面の種類,ス ケッチに よる表示な ど。
イ 製図用具の使川法
  三角定規,も のさし,コ ンパス,デ ィバ
  イダ,鉛 筆な ど。
 これは男子 向き第1学 年の設計 ・製図に対応するも
のであるが,幾 分簡略になつてお り,平 面図法,展 開
図が略 されてお り,こ の両者については女子では数学
第1学 年の図形の所の学習5)の 程度で止めている。要
するに設計 ・製図の基礎的なもので,男 子向き第2学
年に取 り入れられている機械製図の初歩的な工的内容
を もつ ものは女子向きでは取入れられていない。
 ② 家庭機械 ・家庭工作
 女子向きでは家庭機械は第1学 年10時 間,第2,3
学X20時 間宛で計50時 間,家 庭工作は各学年10時 間宛
で計30時 間,合 計80時 間が見込まれている。之は男子
向きの木材加工 ・金属加工,機 械,電 気に対応するも
のでその合計約200時 間に対 し半分以下である。
 内容については家庭機械 と家庭工作は厳重に分離 さ
れていない。之はお互いに密接な関係を有すること故
当然の ことであろ う。
 家庭機械,家 庭工作の各学年の 目標及び内容6)は 次
の様である。
第1学 年では
 1) 目標
 家庭機械 ・家庭工作では,調 理,被 服の製作と整理
に用いられ る機械の正しい取扱お よび簡単な木材加工
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に関する基礎的技術を習得させ,生 活を合理的に営む
態度を養 う。
 2)内 容
 家庭機械の取扱および実用品や装飾品の製作に必要
な技術の基礎的事項を,「(実 習例)」 にあげた ものの
取扱や製作に即 して指導す る。この場合,家 庭機械の
取扱は,調 理や被服製作の学習と関連させて指導する
ようにし,家 庭工作は考案設計 ・製図 ・製作 ・評価の
各段階を追つて一貫 した指導を行 うようにする。
ア 家庭機械の取扱
  操作法,使 用中の留意事項,日 常の手入
  れな ど。
イ 家具用木材
  スギ,マ ツ,ヒ ノキ,サ クラ,カ ツラ,
  ホウ,セ ン,キ リ,合 板な ど。
ウ 接合材料 と塗料
  くぎ,木 ね じ,合 成樹脂接着剤などの接
  合材料。
  ペイン ト,ラ ッカーなどの塗料。
工 木工具の使用法 と工作法
  の こぎり,か んな,き り,つ ち,ね じ回
  しな どの工具。
  木取 り,の こぎ りびき,穴 あけ,く ぎ打
  ち,ね じしめ,接 着,組 立,塗 装などの
  工作法。
 (実 習例)家 庭機械……裁縫 ミシン,洗 た
  く機,電 気アイロン,は か り,こ んろ類
  など。
  家庭工作……花びん敷,壁 掛,整 理箱な
  ど。
第2学 年では
 1) 目標
 家庭機械 ・家庭工作では,第1学 年の 「家庭機械 ・
家庭工作」 の学習を発展 させ るとともに,家 庭機械の
整備や家具の修理に関する基礎的技術を習得 させ,そ
れらを活用する能力および生活を能率的に営む態度を
養 う。
 2)内 容
 家庭機械の整備や家具の修理に必要な技術の基礎的
事項を,「(実 習例)」 にあげたものに即して指導する
とともに,機 械の材料や要素は取 り上げる機械 と関連
させ て重点的に指導する。
ア 家庭機械の材料
  スズめつ き鋼板,亜 鉛めつき鋼板,軟 鋼
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 板,黄 銅板,ア ル'〃ニウム板,鋳 鉄,鋼
  合金鋼,軽 合金な ど。
イ 機械要素
  締結用(ね じ,リ ベ ッ ト,キ ー,ピ ンな
  ど。)
  軸用(軸,ク ラッチ,軸 受など。)
  管用(管,弁,コ ツクな ど。)
  伝導用(ベ ル ト,ロ ープ,鎖,歯 車,カ
  ム, リンクなど。)
  緩衝用(ば ね,ブ レーキなど。)
ウ 家庭機械の整備
  工具の使用法,故 障の原因と点検,分 解
  ・組立の順序,部 品の手入れ と交換,調
  整の要領,給 油の箇所 と方法など。
工 家具の取扱法 と簡単な修理
  日常の点検,に かわ ・補強金具 ・リベッ
  ト・はんだ ・ね じに よる修理など。
オ 刃物の とぎ方 と手入れ
  といしややす りによる方法な ど。
力 機械 と生活
  生活の能率化 と機械の利用,機 械技術の
  進歩が家庭生活や産業に及ぽ す 影 響 な
  ど。
 (実 習例)家 庭機械……裁縫 ミシンな どo
  家庭工作・…・・家具類の修理,刃 物の手入
  な ど。
又第3学 年では
 1) 日標
 家庭機械 ・家庭工作では,一 般に使われている家庭
用電気器具の取扱および室内整備に必要な家具の修理
に関する基礎的技術を習得させ,そ れらを活用する能
力お よび生活を能率的に営む態度を養 う。
 2) 内容
 配線器具,照 明器具,電 熱器具,電 動機などを点検
・修理するのに必要な技術の基礎的事項を,取 り上げ
る製品に即して指導する。また家庭工作では,家 具の
手入れを中心に,す まいについて研究させ る。
ア 間取 り図と屋内配線図
  建築記号,一 般電気用記号など。
イ 電気計器の取扱法
  回路計による電流 ・電圧 ・抵抗の測定,
  導通試験など。
ウ 配線器具の点検 ・修理
  屋内配線の方式,許 容電流,定 格値,電
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  線 ・コード,開 閉器,接 続器,点 滅器な
  ど。
エ 照明器具,電 熱器具の点検 ・修理
 (実 習例)け い光燈,電 気スタンド,電 気
  こんろ,電 気アイロンな ど。
オ 電動機をつけた家庭用機器の取扱 ・点検
力 すまいのくふ う
  換気,採 光,照 明,清 潔な どの条件とす
  まい,家 具の配置 ・配合,清 掃 ・洗浄,
  塗料の選定 と使用法な ど。
 (実 習例)問 取 りの設計,家 具 の 塗 装 な
  ど。
キ 電気 と生活
  生活の能率化 と電気の利用,電 気技術の
  進歩が家庭生活や産業に及ぼ す 影 響 な
  ど。
となつてい る。
 家庭機械関係では第1学 年に於いて,[1常 調理や被
服製作に使川す る家庭1'i械を取 り上げて原理構造の大
要を知らせ,正 しい使用法,使 用前後の点検手入等を
指導し,第2学 年になつてそれ等の家庭機械に使われ
る材料,機 械要素,機 械を研究することに より一・般的
な金属材料,機 械要素,機 構等機械の要件について考
察を進めると共に,機 械の分解や整備,組 立を指導す
る様になってい る。 この辺はrl学 理科の力と仕事,動
力の伝達。材料の強 さや.天 然資源と化学工業等7と 関
連を持つて指導 されるところである。第3学 乍は主と
して電気関係を取 り上げ,屋 内配線を理解 さし,電 気
の災害 と適正使用を理解さす と共に,家 庭 用 照 明 巻
具,竃 熱器具,電 動機器具等の取扱,点 検,或 る程度
の修理が行える様に指導す る。この部分はやは りrl一学
理科の電流の強 さ,電 流の熱作用,電 力の ところや,
電流の磁界,交 流等のところ8と 関連を持つて指導 さ
れ るところである。
 家庭工作関係では第1学 年で木材,木 工具等にり き
指導すると共に,簡 単な木工工作を行なつている。こ
の場合,設 計 ・製図の学習にもとずいて考案,設 計 ・
製図,製 作,評 価の各段階を追つて一一貫 して実施 して
行 く様に指導して行 く。之は家庭工作のみならず,調
理,被 服生活でもこの各段階に相当するものがあ り,
同様の考 えで指導されねばならない。
 第2学 年では家具の取扱修理,刃 物の手入等を取 り
上げている。又第3学 年では間取の設計や,家 具の塗
装等を取 り上げている。ここでは住生活用品の整備に
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重点が向けられている。
 この様に女子 向きの家庭機械 ・家庭工作は 日常の生
活を営む際の身近なものを材料に取 り上げ,そ の 学
習,経 験に よつ て近代技術の中にある家庭生活を営む
基礎的技術を習得させ る様になつている。
 男子 向きの内容では木工工作では木工機械を,金 工
では旋盤等の工作機械を使用して工作を行 うもの もあ
り,実 習例を見ても庭いす,机,腰 かけ,金 属製ち り
とり,ぶ んちんV自 転車,農 業機械,モ ーターバイ
ク,ス クーター,単 相 ・三相モーター,交 流式三球 ・
四球 ラジオ等,女 子 向きに比べ内容 も多 くな り,程 度
もやや,高 くな り,家 庭生活に関連のあるものを取 り
上げても,産 業に対す る関連性を有 しているものが多
く含まれている。
 全般ll勺には男子向きは圭ヒ較的工的内容をもち,生 産
に関連し概 して屋外酌なものが多いのに反し,女 子向
きは工的程度が少な く,直 接家庭生活に関連し,屋 内
的であると云 える。
 しかし,女 子向きにして も改[f_qijの家庭利の内容か
ら見れば相当な改度が行われて来た ことが 認 め られ
る。
W.「 家庭機械及 び家庭工作」の教科内容
  の検討
 「家庭機械及び家庭工作」は大学及び短大の家政関
係専門科 「1の一つであるから,そ れまで習得した知識
を基盤 として家庭機械や家庭工作に関連のある専門酌
教育を施行して行けば よいのであるが,一 方先に述べ
た如 く,「 家庭機械及び家庭工作」がヰ学校家庭科の
教員資格取得希望名にのみ単位の修得が義務ずけられ
ている点か ら見れば,共 の教科内容は 皿,で 述べた中
学 校技術家庭科の内容中,設 計 ・製図,家 庭機械,家
庭工作の関係分を考慮 して組み込み,学 生が将来教壇
に立つた場合,こ れらの分野を充分指導 出来 る様 な素
質 と能力を持っ様に実施しなければならない。
 ヰ学校技術家庭科の女子向き内容中には,最 近進展
がめざまし く且つ家庭にも多 く取 り入れられている電
子関係のものは含まれておらず,車 輌や原動機i関係 も
含 まれていない。之等の ことか ら考えて大学や短大等
に於け る家政科の 「家庭機械及び家庭工作」の内容を
中学校技術家庭科の内容に適合さして進めることは現
在の家庭生活の状況か ら考えて不足の感 もあるが,こ
の教科が新 らしく設けられたものであ り,且 下記の調
査でもわか る様に この教科に含まれる様な項 目は学生
に とつて家庭生活の諸項 日中興味順位の低いものであ
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り,現 在のところ学習経験 も少ないから教職を中心に
考えて行 く程度で よい と思われる。
 家庭機械や家庭工作が家庭生活の各項 目中に於いて
占める興味程度の順位を次の様にして調査した ところ
次表の様になつた。
 即ち,a育 児, b園 芸, c家 庭管理,
e家 庭工作,f住 居,9手 芸, h食 物,
庭生活項 目を興味の順位に並べ さした。
目のあるものは適宜追加さした)
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d家 庭機械,
i被 服,の 家
(但 し他の項
   順    位
家庭機械の概当興味順位の数
家庭工作の概当興味順位の数
1234567891011120暑 計
2    8   21   22   44   60  101   92  110   7   1   2   15   485
2932355574851047025 12  485
刈 頂位の0は 回答に家庭機械又は家庭工作の項 目の記されていなかつたのを示す。
 そ こで本学に於け る現今の方法を振 りか えつ て見る
と,単 位 こそpt,第1表 の様に一応改正省令を充足し
ているので問題はなさそ うであるが,時 間数,実 施方
法,設 備,等 に於いては尚いろいろの改善していかな
ければならない点がある様に思われる。
 cf・学家庭科に於ける設計 ・製図,家 庭機械,家 庭工
作の合計時間数の標準は95時 間であるか ら,そ の教科
内容のすべてを取 り上げ,そ の各々について教育者 と
しての素質,能 力を完全に与 える為には少 く共120時
間は必要 となるであろ う。之は年30週 として1週4時
間以上を必要とす ることになつて しまう。
 しかし,こ れはいささか無理であつて,大 学生 とも
なればある程度の基本的な教育を受ければ,残 余のこ
とや抹楕的なことが らけ学習した事を基礎 として自ら
の勉学に帰さねばならない。だからと云つて,例 えぽ
調理等に於いても炊飯の方法だけ教 えて和食,洋 食,
中華食等の客膳や行事食の調理法まで各自の責に帰 し
てしま うとい うのではあま りに無責 任であろ う。 これ
と同様, r家庭機械及び家庭工作」に於いても其の内
容はお互に関連を有するとはいいなが ら,製 図,機
械,電 気,工 作,等 共れを習得するのに必要な知識の
分野が相当広範囲に互 るので,ど うしても触れて置か
ねばならない所が 多く,又 今迄の学習経験 も少ない内
容であるのである程度の深 さも持たないと理解 しに く
いのではないか と思われる。このため大学や短大に入
学 前,或 は入学後に学習を終え,或 は学習をす る様な
事項や,或 る程度学習すれば 自ら習得出来る様な こと
を除いてもやは り相当の時間を要すると思 う。
 又,こ れ等の内容は講義だけでは勿論,示 範 と併用
程度では把握しに くく,や は り自らの実習経験を必要
とする分野であるので,之 の点も考慮に入れ充分教育
を実施し,単 位充 足の手段のみで終つてしまわない様
にしなければならない。
 それ故 「家庭機械及び家庭工作」は実習科 口,若 し
くは演 習科 目として坂扱 う必要があると思われる。11.i
実, 「技術 ・家庭研修会」に於いて文部省の村山課長
は参会者の質問に答えて大要次の様に説明している。
 『「家庭機械」 と 「家庭工作 」は夫 々別の教科であ
る。両方履修しなければならず,2単 位の場合は共に
1単 位つつである。
 単位の算出は教科の内容か ら判断出来る様に講義単
位 として取扱 うことは不適当で,当 然演習単位(通 年
30時 間を1単 位)と して取 り扱 うのが適当である。」
 又其の時参集していた私立短大中,当 時未開講が2
～3技 ・1週1時 間が数校,他 の40～50咬 は2時 間以
上で,最 大は1週4時 間の所があ り,又 休暇中等を利
用して実習を課す るところがか な りあつた。
 この様な点を綜合して考えると,こ の教科の実施の
適当な時間数は通年1週2時 間(60時 間)で あると考
えられ る。
 次に実施方法であるが,こ の教科の内容が経験に よ
つて教育成果の向上が期待出来るものである点から考
えて,相 当数の実験を課することが適当である。しか
し,大 学,短 大の家政関係の全 クラスに もこの教科を
実施す る様になれば計11ク ラスに達 し週2時 間宛では
22時 間 とな り実現困難 となる。それ故2ク ラス合併 と
して週12時 間程度 とし,こ の2ク ラスを一群として適
宜講義,或 は実習を実施す る。
 実 習は どうして も或 る程度 の設備を必要 とするが,
之に対 し充分な経費が期待出来ない現状に於いては実
施方法を適当に行つて最小の経費で最大の効果を上げ
る様に工夫す ることが大切である。第4表 は其の様な
考慮を もとにした実施法の一一例を示している。
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第4表 家庭機械 ・家庭工作授業計画一案
通 年
全回数
30回   60時 間
30回
60時 間
//漏
＼
講義
＼籍2鴇
予備論
     6回/製図実習
          6回工作 ・機械 ・電気実習
12時 間
予備6渦
・講義  2ク ラス合併
・製図実習  1ク ラス毎(他 の クラスは工作 ・機械電気実習)
1, 製図用道具の用法,JIS製 図通則,線,文 字の練習
2,読 図練習,ス ケッチ,製 図
3, 木工品,考 案 ・設計 ・製図
4, 機械部品製図
5,建 築製図(住 居考案,設 計は住居学で学習)
6, 屋内配線計画
・製図 ・工作 ・機械 ・電気実習  1ク ラス毎(他 のクラスは製図実習)
 ・木工工作(2回,4時 間)%ク ラス毎
 (1)木 取 り,部 品加工,組 立(考 案,設 計,製 図は予習)
 (2)塗 装,仕 上,木 工具の手入,刃 物の手入
 ・機械  (2回,4時 間)%ク ラス毎
 (3) ミシ ンの材料,機 械要素,機 構研究,ミ シ ンの分解,手 入,組 立
 (4)金 属の接合,家 具の補強,ミ シ ン以外の家庭機械の取扱,機 構
 。電気 (2回4時 間) %ク ラス毎
 (5)屋 内配線の研究,点 検,テ スター,メ ガー等計器の用法,電 気器具の所用電力測定
 (6)ア イRン の故障発見,分 解,修 理,組 立,点 検,螢 光灯,コ タツ,電 気釜 の機能構造研究,モ ータ
    ー器機の研究
 即ち講義の時は2ク ラス合併の ものを,実 習の時は
之を製図実習 と工作 ・機i械・電気実習に1ク ラス宛分
け,後 者は更に3分 して木工工作,機 械,電 気実習と
順次廻わす様にすれば一時に皆が同 じ実習をす るより
設備も遙かに少な くて済む ことになる。
 この様に実施する場合の設備につ いて考 えて見 る。
室 としては講義室 と工作 ・機械,電 気の実習室があれ
ば事足 りる。
 講義と製図実習は講義室で行い得る。講義に必要な
設備 として普通講義室用以外スライ ド映写設備(暗 幕
スクリーン,映 写機,同 台)と 若干の教示実験が出来
る教壇が必要である。
 製図実習の時は人員が半減す るので2ク ラス用の講
義室であれば充分実習が可能であ る。
 設備は製図板,丁 定規各人数分,寸 法測定用機器,
教示用掲図,製 図通則等若干準備する。製図器,三 角
定規は将来使用する場合 もあることを考 え,各 人の負
担 とする。
 又工作室には木工台,機 械用作業台,電 気用作業台
各3台,共 用木工台,工 作台,流 し.材料 ・工具置場,
屋内配線模型 等の設備若干と,木 工機,簡 単な工作機
を初め種 々の工具類の他,実 習対象 となる ミシ ン,ア
イ ロン,螢 光灯,等 の実習対象,テ スター,メ ガー等
の測定器若干を必要 とす る。
 工具,測 定機等は完全な物を必要 とするが,実 習対
象の ものは新品や完全な品は必ずしも必要でない。現
在本教科を履習中の学生について家にある遊休家庭機
械を調査した ところ相当数にのぼ り,之 等を適宜利用
すれば少ない経費で教育効果を上げることが出来る。
調査人員485名 中の家に放置された機器は第5表 の様
である。
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第5表 家に放置されている機器数
機
器
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 以上の様な方法で実施する場合,比 較的少ない設備
費で教育効果を上げることは出来るが,そ れはあく迄
其の様な方法を実施出来る態勢が整った上での話であ
つて,実 習方法が同時に多種類に及んでいるので,実
習前の準備を充分出来る様にして置かないと困乱を招
き教育効果を削減する可能性が多くなる。
 それ故この面に対しても充分配慮する必要が生じて
来る。
 V.結    び
 以上 「家庭機械及び家庭工作」教科の設置の経過か
ら其の内容に関連のある中学校技術家庭科の内容に触
れ,更 に 「家庭機械及び家庭工作」教科のあり方や実
施法につき若干所見を述べた。
 大学や短大の家政科等に於ける本教科の内容として
中学校技術家庭科に於ける女子向きの家庭機械,家 庭
工作,設 計製図を中心として組んで行くことは必ずし
も妥当とは言えないが,本 教科が中学校家庭科教員免
許状取得希望者にのみ必須となつていることや,本 教
科の内容が現在の多くの学生にとつて比較的学習経験
の少ない点等か ら考えて,こ こ当分は中学技術家庭科
の内容が中心 とな ることは己むを得ないと思われ る。
しかし近い将来には大学や短大の教科 としてふさわ し
い内容に改正して行 く必要が あろ う。
 内容から考えて時間数は一週2時 間が適当で,又 実
施法 も実習を主 とするものにしなければ教育効果を充
分上げることは出来ない。実習には当然実習室及び実
習設備を必要とするが,実 施方法を工夫すれば少ない
設備を有効に利用することが 出来,莫 大な費用を掛け
な くてもよい。
 このため教科の実施の態勢を早急に整える必要があ
り,こ の点に充分な配慮が必要である。
 本教科は本年度 より急に科せ られた ものであるので
教科実施の態勢は不充分であ るが,履 修中の学生諸姉
は其の辺の事情を了とせられ勉学 されんことを切望す
る次第である。
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